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2これを受け、彼が欧州へ旅立つのは、同年９月20日付The Japan Weekly Mail “LATEST 
SHIPPING” p.290の以下の記事に従えば、発令５日後の1890年９月14日のこととなる。
DEPARTURES. / […] Saghalien, French steamer, 2,580, Homery, 14th September, ‒ Shanghai 
viâ Kobe, General.‒ Messageries Maritimes Co. 
PASSENGERS. / DEPARTED. / […] Per French Steamer Saghalien, for Shanghai viâ 











B1：Album Civium Universitatis Litterariae Berolinesis12）
〈ベルリン大学学生記録帳〉









２列目はVor und Zunamen der Studirenden〈学生の氏名〉。Mannen Ueda と署名されてい
る。上述の通り、上田の自署であろう。




６列目はOb und von welcher Universität Sie gekommen sind〈既卒の大学〉。空欄である。




















同じB2のp.73に、Hitaka, Masane（88冬、哲）16）という日本人学生が、同じく4d Artillerie を
住所とするのが見える。上田は、彼を頼って、ここに住んだのだろうか。ただし、同居ではなく、
同じ建物の別の部屋を借りたのかも知れない。




上田に最も影響を与えたと思われるガーベレンツ（Georg von der Gabelentz, 1840-1893）18）は、
この学期、以下の科目を開いている。
Ⅰ. Publice  linguam malaicam docebit d. Merc. h. V-VI
Ⅱ. Privatim  1) linguae iaponicae classicae grammaticam docebit d. Mart. et Ven. h. IV-V; 
2) textus sinicos e libro Kù-wên-p’îng-cù depromptos interpretabitur d. Merc. h. IV-V.




ての新井白石」（『史学雑誌』6-2, 3、1895：『国語のため』､ 博文館､ 1895）の冒頭に引かれたガー
ベレンツの言葉19）は、或いは、この講義でも語られたのかも知れない。






B2： Amtliches Verzeichniss des Personals und der Studirenden der Königlichen Friedrich- 
Wilhelms-Universität zu Berlin. Auf das Sommerhalbjahr vom 16. April bis 15. August 
1891.〈『ベルリン王立フリードリッヒ・ヴィルヘルム大学職員・学生公式名簿　1891年４
月16日～８月15日の夏季半年分』〉





































２列目はName des Studirenden, Geburtsort, Inscriptionstag und Studium.〈学生の氏名、出
生地、学生登録日と専攻〉。最初に下線付きで姓を示し、カンマを付して、下に名を示している。
それ以下の内容はL1と同じである。
L2： Protokoll über den Studirenden erteile[n] Studien und Sittenzeugnisse am 1 Juli bis 31 
Dezember 1893〈『1893年７月１日～12月31日分、学業・行状証明書授与学生記録』〉
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３列目はTag der Ausstellung des Sittenzeugnisses.〈証書交付日〉。これもL1と同じ日付。下
の方に、L1と同日の卒業日が、上とは別筆で、書かれている。
４列目は、Ob die Studien noch weiter fortgesetzt werden und wie lange?〈更に研究を続け
るか？その期間は？〉に対して、Nein〈否〉とある。ただし、これは、ULでの研究継続の意志
を問われたもので、今後の研究活動全般を放棄する意ではない22）。


















各学期の『講義一覧』（Verzeichniss der im･･･-Halbjahre･･･auf der Universität Leipzig zu 
Haltenden Vorlesungen. 1891/92, 1892, 1892/93, 1893）に従い、講義名の略記（［　］内）を
補い、所属専攻、授業日、教授名を示す。各教授については、『職員目録』（Personal-Verzeichniß 
Universität Leipzig für das･･･=Semester･･･）等に基づき、若干の補足説明も付ける25）。
なお、『講義一覧』は、「系統的」（A. Systematische Uebersicht der Vorlesungen）と「教員別」
（B. Uebersicht der Vorlesungen nach der Ordnung der Lehrer in den Facultäten）の二部構成
となっており、前者は、学部・専攻別（更に下位分類する場合もあり）に細かく分けて、講義名
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同学期、Grammatik d [er] moderne [n] russ [ischen] Sprache [( für Anfänger)]〈現代ロシア語文
法（初学者向け）〉、言語学分野のNeuere Philologie〈近代語学〉、月・火・木・金の午後５～６時。
Scholvin（Robert, 1850-1929）は、Außerordentlicher Professor〈員外教授〉である。
1892年夏学期、Windisch のSanskrit-Grammatik f[ür] Anfänger〈初学者向けサンスクリット
文法〉、東洋語学、月・火・木・金の午後３～４時。上田が同じ教授の授業（科目名は異なる）
を連続して受講したのは、このWindischのみである。
1892/93年冬学期、Elemente [der] Sprachwissenscha [ft, besonders für classische Philologen, 
Germanisten und Romanisten]〈言語学入門、特に古典語学・ゲルマン学・ロマンス学専攻者向け〉、
月・火・金の午後５～６時。言語学分野の先頭に掲げられており、同専攻学生への概論的な性格
の講義と思われる。Brugmann（Friedrich Karl, 1849-1919）は、Professor der indogermanischen 
Sprachwissenschaft〈インドゲルマン（印欧語）言語学の正教授〉、いうまでもなく少壮文法学
派の中心人物である。
1893年夏学期、[Grundzüge der] Phonetik〈音声学の基礎〉、言語学分野のDeutsche Philologie
〈ドイツ語学〉、水・土の午前10～11時。Sievers（Eduard, 1850-1932）は、Professor der deutschen 
Sprache und Literatur〈ドイツ語と文学の正教授〉で、Director des fgl. deutschen Seminars〈ド
L3：Verzeichniss der als gehört bescheinigten Vorlesungen〈受講証明目録〉





Grammatik、1892/93はDeutshe Metrik）。彼は、この時期、主著Grundzüge der Phonetik〈『音
声学基礎論』：Grundzüge der Lautphysiologie〈『音声生理学基礎論』〉（1876）を1881２より改題〉
の新版（1893４）を出している27）。
同学期、Einleit [un]g in da[s] Studium d[er] Geographie〈地理学調査入門〉、地理学分野（更
なる細分はない）、月・火・木・金の午後４～５時。Ratzel（Friedrich, 1844-1904）は、Professor 
























在学期間（学期数） 最長＝16 最短＝１ 平均＝ 3.9
受講科目数（合計） 最多＝75 最少＝０ 平均＝16.1
　　 （学期当たり） 最多＝10 最少＝０ 平均＝ 4.2
より具体的な比較のために、上田と同じ在学期間となる1891/92冬学期入学～1893夏学期修了






































計 哲 言 他
37 Gruber, Eduard 1861 哲  3 5 2 2 12 6 0 6 3×医学部
60 Abegg, Richard 1869 Dr. phil 哲  3 3 1 0 7 0 0 9
79 Schmitz, Jacob 1868 哲  2 5 5 5 17 0 0 17
327 Grundmann, Richard 1870 言 10 7 5 3 25 7 11 7 2×ゼミ
404 Sengbusch, Woldemar 1869 Moskau 哲  7 2 5 5 19 2 12 5 3×プロ
431 Uëda Mannen 1867 Tokio 哲  2 1 1 2 6 0 5 1
652 Höhne, Friedrich 1871 哲  4 5 5 8 22 1 14 7 10×ゼミ
660 Kleinhans, Edmund 1870 Meran31） 哲  7 6 6 5 24 0 24 0
675 Pottebaum, Louis 1866 言 1 1 1 1 4 0 2 2





『年譜』p.253には「Michel Bréal（62）（1832-1915） / Antoine Meillet（28）（1866-［1936］）高等学
院」とあるが、両者が属するÉcole pratique des Hautes Études〈高等研究院：以下、EPHE〉
のSection des sciences historiques et philologiques〈歴史・言語学部門〉のAnnuaire 1895
〈『1895年報』〉に載る“Liste des élevès et des auditeurs réguliers pendant l’année scolaire 1893-

































































































調査に当たっては、Dr. W. Schultze館長はじめUABの方々、Dr. G. Wiemers前館長とDr. J. 
Blecher現館長はじめUALの方々と、UBのProf. Dr. V. Gerhardtの御世話になった。中でも、Dr. 
SchultzeとDr. Blecherには多くのことを教えていただいた。また、最近の調査の際には、UALの
R. Lämmel氏に大いに助けていただいた。関連調査については、O. Dousset主任司書とP. Gallou
氏はじめEPHEの方々、国立国会図書館、東京ドイツ文化センター図書館、学習院大学図書館、
鶴見大学図書館、日本女子大学図書館の方々の御世話になった。また、筆記体を含む独文の読解

















































11）上田の最も早期の論文“A Vocabulary of the Most Ancient Words of the Japanese Language,” 
Transactions of the Asiatic Society of Japan, Vol. 16, 1889の著者名には“By B. H. Chamberlain, as-

































（1896/97、1897/98）の「構成はガベレンツのDie Sprachwissenschaft, ihre Aufgaben, Methoden 



























22）付言すれば、上田に10年余先立ち（1876-78）ULで学んだF. de Saussureの答えもNeinである。P. 











































2011年９月21日閲覧。同ページには、編著者の名は無いが、“Tokyo - Leipzig - Tokyo. Die” Welt-








『講義一覧』により、UL医学部のProf. der experimentellen Hygiene〈実験衛生学教授〉として衛生
学を講じていたことが確認できる）の下で衛生学を学んだ旨を記し、大学の様子も語るが、UALの
記録中に彼の名は見つからない（当然、‶Japaner in Leipzig" にも掲載されず）。学籍登録をしない
まま通学する類だったかと思われる。
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